
審議会会議録  
１ 会議の名称  平成２４年度富津市次世代育成支援行動計画推進会議  

２ 開催日時  
平成２４年７月２０日  

午後１時３０分～午後２時２０分  

３ 開催場所  富津市役所５０２・５０３会議室  

４ 審議等事項  

(１ )委員長の選出について  

(２ )富津市次世代育成支援行動計画平成２３年度進捗状況報

告について  

５ 出席者名  

委員  

小林美奈子、竹内好美、十川敬三、児玉一世、中村和博、磯

部健一、山嵜豊、森淳一、鈴木富士夫、岡田和夫、鈴木千鶴

子、福原恵実、石原みづき、中後千恵子  

事務局  

正司健康福祉部長、鈴木子育て支援課長、小野田保育係長、

茂木子ども家庭係長、渡邉主任主事  

オブザーバー  

平野職員係長、三富防災課長、刈込企画政策課長、須山社会

福祉課長、岩野健康づくり課長、高梨街づくり課長、高梨学

校教育課主幹、川田教育センター所長、藤江生涯学習課長、

小柴体育振興課長、高橋富津公民館長、村石市民会館長  

６ 公開又は非公開の別  公開  ・ 一部非公開 ・ 非公開  

７ 非公開の理由  
富津市情報公開条例第２３条第  号に該当  

（理由）  

８ 傍聴人数            ０ 人（定員５人）  

９ 所管課  
健康福祉部子育て支援課子ども家庭係  

電話 ０４３９－８０－１２５６  

10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり  

 

 

 

 

 



平成２４年度富津市次世代育成支援行動計画推進会議議録 

発言者 発言内容 

鈴木子育て支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正司健康福祉部長 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

鈴木子育て支援課長 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

鈴木副委員長 

 

磯部委員 

鈴木副委員長 

 

１ 開会 

・会議の成立について 

富津市次世代育成支援行動計画推進会議設置要綱第６

条第２項により推進会議は、委員の過半数の出席しなけれ

ば会議を開くことができないとされております。委員２０

名のうち１３名の出席ですので会議は成立です。また、中

村委員は、遅くなるとの連絡を受けています。 

・資料の確認 

・会議の公開について 

 

２ 健康福祉部長挨拶 

 

３ 副委員長挨拶 

 

・委員の自己紹介、事務局及び関係課長等の紹介 

 

・設置要綱の一部改正について 

事務局より説明 

 

○会議録署名人 

本日の会議録署名人については、磯部委員と石原委員に

お願いします。 

 

４ 議題 

（１）委員長の選任について 

設置要綱第５条により委員の互選によりこれを定める

とありますので、どなたかの推薦をお願いします。 

十川委員を推薦します。 

十川委員の推薦がありました。他にどなたかの推薦はあ

りますか。 



 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

十川委員長 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

 

渡邉主任主事 

 

 

中後委員 

 

 

鈴木子育て支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木副委員長 

 

 

 

他にいなければ十川委員を委員長とすることについて

賛成の方の挙手を求めます。 

＜全員挙手＞ 

全員挙手でありますので、委員長には十川委員が選出さ

れました。 

 

委員長挨拶 

 

これ以降の進行については、十川委員長にお願いしま

す。 

 

（２）富津市次世代育成支援行動計画平成２３年度進捗状

況報告について 

事務局により資料の説明 

 

○質疑・意見 

子ども医療費助成について、近隣３市は平成２２年９月

から中学校３年生まで拡大されました。なぜ、富津市は、

平成２３年４月からだったのでしょうか。 

 子ども医療費助成事業については、それぞれの市で対象

が異なっています。事業の基礎となる県の補助事業は、現

在小学校３年生までです。小学校４年生以上の助成事業に

ついては、市町村独自事業で行っているものです。近隣３

市と比べると遅いかもしれませんが、千葉県内でも全ての

市町村において中学校３年生まで助成の対象としている

わけではありません。対象を拡大することは、予算として

かかることですが、子育て支援をしていくということで中

学校３年生まで拡大したところです。 

子育てカード「ふっつんこ」は、富津・青堀・和光・大

貫の私立保育園で作成したものです。これは、後期計画の

アンケート調査結果の中で、富津市内の子育ての情報が知

りたい、安心して子どもが遊べる場所が欲しいという意見



 

 

 

 

 

 

鈴木子育て支援課長 

小林委員 

 

 

川田教育センタ

ー所長 

 

 

 

 

 

十川委員長 

が多かったことから保育所が地域の子育てを応援する目

的で作成し、市役所や病院にも置かせてもらっている。子

育てを始める前にこういった情報を知っているというこ

とが重要ではないかと思っているが、私立保育園ではカー

ドを印刷する予算はないので、このカードを市で印刷し、

成人式で配布することは可能でしょうか。 

事業として前向きに検討していきます。 

スクールカウンセラー事業について、小学校で平成２２

年度は保護者向け相談の案内があったが、平成２３年度

は、案内がなかった。保護者向け相談も行って欲しい。 

案内は行っていると思う。スクールカウンセラーは５名

おり、各中学校に配置している。小学校への派遣は、各中

学校区の小学校からスクールカウンセラーの派遣依頼が

あったときに派遣している。学校により案内方法が違うか

もしれないため、わかりにくい点については改善し周知し

ていきたい。 

 

他に質疑・意見がなければ議題について終了します。 

 

閉会 

 


